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九
月
二
七
日
に
千
葉
大
で
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
の
漢
方
治
療

研
究
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ウ
ェ
ブ
も
併
用
し
て
大
変
新
鮮
だ
っ

た
。
と
く
に
会
頭
指
定
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
漢
方
医
学
と
中
医
学
の

相
違
を
、
あ
え
て
際
立
た
せ
た
三
論
点
に
つ
い
て
綿
密
な
シ
ナ
リ

オ
に
基
づ
き
討
議
し
て
い
た
。
演
者
各
位
の
議
論
も
理
解
し
や
す

く
、
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
し
痛
感
し
た
の
は
、

双
方
と
も
に
論
拠
が
あ
っ
て
一
つ
の
結
論
に
到
ら
な
い
、
と
い
う

医
論
の
宿
命
だ
っ
た
。
そ
こ
で
「
病
膏
肓
」
の
出
典
『
春
秋
左

伝
』
に
み
え
る
中
国
最
古
の
医
論
に
つ
い
て
、
最
近
考
え
た
こ
と

を
述
べ
て
み
た
い
。

　
『
左
伝
』
の
昭
公
元
年
（
前
五
四
一
）
に
は
、
晋
の
平
公
の
病

に
隣
国
の
秦
の
景
公
が
医
和
を
派
遣
し
、
そ
の
医
和
の
語
っ
た
病

因
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
公
の
病
は
鬼
神
や
飲
食
に
よ
る
の

で
は
な
い
。
昼
夜
の
別
も
な
い
過
度
な
房
事
で
精
神
が
惑
乱
し
、

蠱
疾
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
治
ら
な
い
と
判
断

し
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
平
公
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
。

天
有
六
気
、
降
生
五
味
、
発
為
五
色
、
徴
為
五
声
。
淫
生
六

疾
。
六
気
曰
陰
陽
風
雨
晦
明
也
。
分
為
四
時
、
序
為
五
節
、

過
則
為
菑
。
陰
淫
寒
疾
、
陽
淫
熱
疾
、
風
淫
末
疾
、
雨
淫
腹

疾
、
晦
淫
惑
疾
、
明
淫
心
疾
。

天
に
六
気
あ
り
、（
地
に
）
降
り
て
五
味
を
生
じ
、
発
し
て

五
色
を
な
し
、
徴
し
て
五
声
を
な
す
。（
天
の
六
気
が
人
に
）

淫
（
過
）
ぐ
れ
ば
六
疾
を
生
ず
。
六
気
は
、
い
わ
く
陰
・

陽
・
風
・
雨
・
晦
・
明
な
り
。
わ
か
れ
て
四
時
（
四
季
）
を

な
し
、
序
（
つ
い
）
で
て
五
節
（
春
・
夏
・
季
夏
・
秋
・
冬
）

を
な
し
、（
人
に
）
淫
ぐ
れ
ば
則
ち
菑
（
災
）
を
な
す
。
陰

淫
ぐ
れ
ば
寒
を
や
み
、
陽
淫
ぐ
れ
ば
熱
を
や
み
、
風
淫
ぐ
れ

ば
末
（
四
肢
）
を
や
み
、
雨
淫
ぐ
れ
ば
腹
を
や
み
、
晦

（
夜
）
淫
ぐ
れ
ば
惑
（
惑
乱
）
を
や
み
、
明
（
昼
）
淫
ぐ
れ

ば
心
（
心
労
）
を
や
む
。

　

こ
の
医
和
の
病
因
論
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ジ
ッ
ク
が
混
在
し
て

い
る
。
平
公
の
病
が
鬼
神
や
飲
食
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
診
断
し

た
の
は
、
両
者
が
当
時
の
主
要
な
病
因
論
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

よ
う
。
房
事
過
多
を
精
神
惑
乱
の
原
因
と
判
断
し
た
の
は
、
当
時

の
諸
侯
が
お
お
く
耽
溺
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
平
公
に
「
晦
淫
惑
疾
（
夜
が
過
ぎ
る
と
惑
乱
病
に
な
る
）」
と
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説
い
た
の
だ
っ
た
。
病
因
の
内
因
・
外
因
・
不
内
外
因
は
南
宋
の

『
三
因
方
』（
一
一
七
四
）
か
ら
強
調
さ
れ
、
飲
食
と
房
事
は
不
内

外
因
と
さ
れ
る
。
鬼
神
は
外
因
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
後

世
の
概
念
で
解
釈
し
て
も
意
義
は
な
い
。

　

医
和
が
説
い
た
冒
頭
の
「
天
有
六
気
」
は
、
気
が
す
べ
て
を
媒

介
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
論
、
す
な
わ
ち
気
一
元
思
想
で
、
こ
れ

が
第
一
の
論
理
と
し
て
全
文
に
通
底
し
て
い
る
。
ま
た
天
の
六
気

が
地
に
降
下
し
て
五
味
な
ど
を
な
す
の
で
、
天
地
と
い
う
陰
陽
説

が
第
二
の
論
理
だ
っ
た
。
天
が
六
で
地
が
五
と
い
う
数
は
、『
左

伝
』
と
編
者
が
同
じ
と
さ
れ
る
『
国
語
』
周
語
下
の
「
天
六
地

五
、
数
之
常
也
」
と
合
致
す
る
。
ゆ
え
に
医
和
の
い
う
「
六
気
・

五
味
」
な
ど
の
背
景
に
は
、
当
時
の
術
数
家
に
流
行
し
た
ロ
ジ
ッ

ク
が
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
の
論
理
は
五
味
・
五
色
・
五
声
な
ど
の

五
行
説
だ
っ
た
。
し
か
も
戦
国
時
代
に
成
立
し
た
五
行
説
が
医
和

の
論
説
に
あ
る
こ
と
は
、『
左
伝
』
の
戦
国
期
成
書
説
を
傍
証
す

る
。

　

第
四
の
論
理
は
天
人
相
関
説
で
、「
天
有
六
気
、
…
…
（
そ
れ
が

人
に
）
淫
生
六
疾
」
に
明
示
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
天
地
に
人
が
加

わ
る
た
め
、『
易
経
』
以
来
の
天
地
人
の
三
才
説
も
第
五
の
論
理

と
み
な
せ
よ
う
。
つ
ま
り
以
上
に
は
気
一
元
の
一
、
陰
陽
の
二
、

三
才
の
三
、
四
時
の
四
、
五
味
の
五
、
六
気
の
六
が
あ
り
、
そ
の

関
連
か
ら
論
説
し
て
い
る
。
ま
さ
に
数
の
神
秘
性
と
パ
ワ
ー
か
ら

述
べ
て
お
り
、
中
国
固
有
の
数
理
哲
学
た
る
術
数
学
の
如
実
な
体

現
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
術
数
学
＝
占
術
を
応
用
し
た
医
論
と
も

い
え
る
。

　

な
お
天
の
六
気
が
過
度
の
と
き
に
だ
け
人
は
六
疾
に
な
る
と
い

う
の
で
、
六
気
は
か
な
ら
ず
し
も
後
世
の
外
邪
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
そ
し
て
六
気
過
度
に
よ
る
六
疾
の
発
生
は
、
陰
陽
説
と
天

人
相
関
説
で
整
理
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
陰
淫
→
寒
疾
」

「
雨
淫
→
腹
疾
」「
晦
淫
→
惑
疾
」
が
天
の
陰
気
過
度
に
よ
る
発

病
、「
陽
淫
→
熱
疾
」「
風
淫
→
末
疾
」「
明
淫
→
心
疾
」
が
天
の

陽
気
過
度
に
よ
る
発
病
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
論
理
を
盛
り
込
ん
だ
医
和
の
説
は
、
平
公
の
「
惑
疾
」

と
い
う
病
症
か
ら
「
晦
淫
」
と
い
う
病
因
を
推
定
し
、「
こ
の
ま

ま
で
は
治
ら
な
い
」
と
予
後
ま
で
診
断
す
る
。
こ
う
し
て
医
和
は

病
症
観
察
に
よ
る
判
断
を
ロ
ジ
カ
ル
に
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
が
当

時
の
名
医
の
所
以
で
も
あ
っ
た
。
後
世
の
中
国
医
学
で
精
緻
に
な

る
ロ
ジ
ッ
ク
の
嚆
矢
が
、
医
和
の
病
因
論
に
み
え
る
こ
と
は
注
目

し
て
い
い
。
と
は
い
え
、
同
類
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
世
界
の
伝
統
医
学

に
存
在
す
る
。
医
和
の
論
は
あ
く
ま
で
も
中
国
医
学
思
想
の
原
初

と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
中
国
医
学
理
論
（
セ
オ
リ
ー
）
の
ス
タ
ー

ト
な
ど
と
評
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

（
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・
文
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）


